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「店頭外国為替証拠金取引 取引説明書」の一部改正について 

下線部変更 

（2019年 11月 18日） 

現行 変更後 

（枠内） 

カバー取引について 

（省 略） 

カバー先の商号 業務内容 監督当局 

シンプレクスFX・ス

マートクロス株式会

社 

事業法人 監督官庁無し 

HC Technologies, 

LLC 

リクイディ

ティプロバ

イダー 

 

（省 略） 

（新 設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省 略） 

 

７．金融商品取引業者である当社の概要等および苦情

受付・苦情処理・紛争解決 

(1) 当社の概要 

①～⑦     （省 略） 

⑧沿 革： 

1960年８月 丸起証券株式会社設立 

1960年９月 証券取引法に基づく証券業

者としての登録 

1986年７月 大阪証券取引所の正会員資

格取得 

1996年３月 丸起証券株式会社から「こ

うべ証券株式会社」へ商号

変更 

1998年５月 東京証券取引所の正会員資

格取得 

2003年 12月 名古屋証券取引所 IPO取引

資格取得 

2004年 12月 ジャスダック証券取引所取

引資格取得 

2005年６月 こうべ証券株式会社から

「KOBE 証券株式会社」へ商

号変更 

（枠内） 

カバー取引について 

（現行通り） 

カバー先の商号 業務内容 監督当局 

 

（削 除） 

 

HC 

Technologies, 

LLC 

リクイディテ

ィプロバイダ

ー 

監督官庁無し 

（現行通り） 

【本取引の概要】 

本取引は、事前に取引金額の一部を証拠金として当

社に預けることにより、実際の資金よりも大きな取

引が可能となる取引です。取引方法は、買付けた通

貨ペアを転売し、もしくは、売付けた通貨ペアを買

戻して決済する差金決済方式です（トライオート

FXについては受渡による決済も可能です）。本取引

の発注については、パソコンもしくはスマートフォ

ンから自動売買および手動売買（お客様がご自身の

裁量で行う売買）によって行うことができます。 

※自動売買は FX24ではご利用いただけません。 

※自動売買について詳しくは当社ホームページ等

をご覧ください。 

 

（現行通り） 

 

７．金融商品取引業者である当社の概要等および苦

情受付・苦情処理・紛争解決 

(1) 当社の概要 

①～⑦    （現行通り） 

（削 除） 
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現行 変更後 

2006年１月 名古屋証券取引所総合取引

参加者資格取得 

2006年３月 大阪証券取引所ニッポン・

ニュー・マーケット「ヘラ

クレス市場」 

スタンダード基準上場 

2007年４月 KOBE証券株式会社から「イ

ンヴァスト証券株式会社」

へ商号変更 

本店所在地を大阪府大阪市

から東京都港区に変更 

2007年９月 金融先物取引法に基づく金

融先物取引業の登録 

金融商品取引法に基づく金

融商品取引業者としての登

録 

2007年 10月 三貴商事株式会社が運営す

るオンライン事業の一部を

吸収分割により承継 

オンライン事業の開始 

2009年８月 対面証券事業をばんせい山

丸証券株式会社に会社分割

により譲渡 

2010年３月 商品先物取引事業をドット

コモディティ株式会社に会

社分割により譲渡 

2010年 10月 大阪証券取引所「ヘラクレ

ス市場」と JASDAQとの市場

統合により、「JASDAQ市場」

へ上場変更 

2012年 11月 スター為替証券株式会社の

店頭為替証拠金取引事業を

吸収分割により承継 

2012年 12月 スター為替証券株式会社の

取引所為替証拠金取引事

業、取引所株価指数証拠金

取引事業を吸収分割により

承継 

三田証券株式会社の取引所

為替証拠金取引事業を吸収

分割により承継 

2013年７月 東京証券取引所と大阪証券

取引所の市場統合により、

東京証券取引所「JASDAQ

（スタンダード）」へ上場変

更 

2013年８月 投資助言・代理業の登録 

2014年３月 株式会社サイバーエージェ

ント FX（現：ワイジェイ FX

株式会社）の取引所為替証

拠金取引事業を吸収分割に

より承継 
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現行 変更後 

⑨主 要 株 主：川路 耕一 

⑩加 入 協 会：一般社団法人金融先物取引業協会、

日本証券業協会、一般社団法人日本

投資顧問業協会 

（省 略） 

 

（別紙） 

（省 略） 

３ 必要証拠金額の算出方法 

（1）個人のお客様 

 トライオート

FX 

FX24 

必要証拠金額

の算出方法 

各通貨ペアの基準価格（毎営業日

の終値)を基に翌営業日の必要証

拠金額を算出 

 

 

（省 略） 

 

５ 取引手数料 

 トライオートFX 

受渡決済手数料 1,000通貨単位あたり1,000円（た

だし、10,000通貨に満たない場合

は１件あたり10,000円）です。 

 

 

 

 

（省 略） 

※2015年9月7日（月）の取引開始以前に発注された5,000

通貨未満の注文の手数料は4.0pipsです。 

 

（省 略） 

※注文発注時の取引手数料が適用されます 

（省 略） 

 

６ ロスカットルール 

（省 略） 

※「トライオートFX」「FX24」ロスカット判定はシス

テムメンテナンス時間を除き、常時行っておりま

す。取引開始後、初回のレート配信が行われるまで

のロスカット判定は前営業日の終値にて判定いた

します。なお、週初めのロスカット判定は全口座を

5分間隔で判定し、初回の判定で有効比率が200％

以下の口座は、次回から約1分の監視間隔で有効比

率を確認します。 

（新 設） 

 

 

 

（新 設） 

 

 

 

（削 除） 

⑧      （現行通り） 

 

 

（現行通り） 

 

（別紙） 

（現行通り） 

３ 必要証拠金額の算出方法 

（1）個人のお客様 

 トライオート

FX 

FX24 

必要証拠金額

の算出方法 

各通貨ペアの基準価格（毎営業

日の終値)を基に取引額の 4％

以上となるように翌営業日の必

要証拠金額を算出 

 

（現行通り） 

 

５ 取引手数料 

 トライオートFX 

受渡決済手数料 1,000通貨単位あたり

1,000円（ただし、10,000

通貨に満たない場合は

１件あたり10,000円）を

証拠金預託額から徴収

いたします。 

 

（現行通り） 

※2015年9月7日（月）の取引開始以前に発注された

5,000通貨未満の自動売買注文の手数料は4.0pips

です。 

（現行通り） 

※自動売買注文発注時の取引手数料が適用されます 

（現行通り） 

 

６ ロスカットルール 

（現行通り） 

※「トライオートFX」「FX24」ロスカット判定はシ

ステムメンテナンス時間を除き、常時行ってお

ります。取引開始後、初回のレート配信が行われ

るまでのロスカット判定は前営業日の終値にて

判定いたします。なお、週初は全ての口座の有効

比率の計算が完了次第、有効比率200％以下の口

座は1分間隔、有効比率200％超の口座は5分間隔

で有効比率の監視を行います。 

※「トライオート FX」「FX24」で取引開始直後または

取引終了直前にロスカットになった場合、お客様

に提示されていない価格でロスカットされる場合

があります。 

※トライオートFXで同一銘柄かつ同一売買で保有

建玉の合計が1,000k（100万通貨）を超える状態

でロスカットになると、先カバー注文での約定

方式になります。先カバー方式の約定ルールに
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現行 変更後 

 

 

 

 

７ 注文の種類 

（省 略） 

③逆指値（ストップ） 

売買注文を出すときに指値注文とは逆に「いくら以

上なら買いたい、いくら以下なら売りたい」という

ように価格を指定する注文です。105円で米ドル／

円の買建玉を持っているお客様が、104円以下にな

るようであれば損失限定のために売り決済したい

と考えた場合、「104円の売り逆指値注文」という形

で発注します。この注文は、買注文の場合は売気配

値が指定価格以上となった場合に、売注文の場合は

買気配値が指定価格以下となった場合に成行注文

の執行を行う注文です。このため、お客様の指定価

格と大きく乖離した価格で注文が約定する場合が

あります（この場合、お客様の指定価格よりも不利

な価格で約定する場合があります）。 

 

トライオートFX FX24 

（省 略） 

（新 設） 

（省 略） 

（新 設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省 略） 

 

８ 約定ルール 

（1）当社はお客様からの注文を受注し、注文した注文が

約定した場合には、当社の為替リスクを縮小させる

ためにカバー先でカバー取引を行い、当社の保有ポ

ジションを減少、もしくは全ての保有ポジションを

解消します（以下「後カバー方式」という）。この場

合のカバー先の選択は、カバー価格などカバー先の

状況により決定します。なお、当社がお客様から受

注しカバー先でカバー取引を執行するまでの間に

保有する未カバーポジションの上限額については、

経営会議にて随時見直しを行い決定し、日々の最大

未カバーポジションについても管掌役員の承認を

得て決定しています。また、当社は、カバー注文の

発注前にお客様から売り注文と買い注文を受注し

た場合、当該注文を相殺し、相殺した注文について

はカバー注文を行いません。 

ただし、FX24 もしくはトライオート FX において

下記に該当する場合は、お客様からの注文の受注

ついて詳しくは、「別紙.９ 注文、建玉制限およ

び注文の有効期限.トライオートFXの注文上限」

をご覧ください。 

 

７ 注文の種類 

（現行通り） 

③逆指値（ストップ） 

売買注文を出すときに指値注文とは逆に「いくら

以上なら買いたい、いくら以下なら売りたい」と

いうように価格を指定する注文です。105円で米

ドル／円の買建玉を持っているお客様が、104円

以下になるようであれば損失限定のために売り

決済したいと考えた場合、「104円の売り逆指値注

文」という形で発注します。この注文は、買注文

の場合はアスク価格が指定価格以上となった場

合に、売注文の場合はビッド価格が指定価格以下

となった場合に成行注文の執行を行う注文です。

このため、お客様の指定価格と大きく乖離した価

格で注文が約定する場合があります（この場合、

お客様の指定価格よりも不利な価格で約定する

場合があります）。 

トライオートFX FX24 

（現行通り） 

※３取引開始直後や

取引終了直前に逆

指値注文の指定価

格が条件を満たし

た場合、タイミン

グによってはお客

様に提示されてい

ない価格で約定す

ることがありま

す。 

（現行通り） 

※取引開始直後や取

引終了直前に逆指

値注文の指定価格

が条件を満たした

場合、タイミング

によってはお客様

に提示されていな

い価格で約定する

ことがあります。 

 

（現行通り） 

 

８ 約定ルール 

（1）当社はお客様からの注文を受注し、注文した注文

が約定した場合には、当社の為替リスクを縮小さ

せるためにカバー先でカバー取引を行い、当社の

保有ポジションを減少、もしくは全ての保有ポジ

ションを解消します（以下「後カバー方式」とい

う）。この場合のカバー先の選択は、カバー価格

などカバー先の状況により決定します。なお、当

社がお客様から受注しカバー先でカバー取引を

執行するまでの間に保有する未カバーポジショ

ンの上限額については、経営会議にて随時見直し

を行い決定し、日々の最大未カバーポジションに

ついても管掌役員の承認を得て決定しています。

また、当社は、カバー注文の発注前にお客様から

売り注文と買い注文を受注した場合、当該注文を

相殺し、相殺した注文についてはカバー注文を行

いません。 

ただし、トライオートFXにおいて、相場の急
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現行 変更後 

後、一定時間ごと、または当社の保有上限数量を超

えた場合に売り注文と買い注文の差分をカバー先

金融機関にカバー注文として発注し、その後お客様

の約定価格を一定のルールに従い決定いたします

（以下、「先カバー方式」という）。詳細は(2)をご参

照ください。 

 

 

 

 

 

時間帯 

先カバー方式

を採用する注

文の種類 

お知らせ方法 

相場の急激

な乱高下時 

全ての注文 

（指値、スト

リーミング注

文を除く） 

遅滞なく開示 

主要経済指

標発表予定

時刻 10秒前

～発表 10秒

後 

全ての注文 

（指値、スト

リーミング注

文を除く） 

当社 HPにて事

前に 

お知らせ 

※お客様の注文時の時間帯が先カバー方式の場合

でも、実際の約定処理の執行時に先カバー方式か

ら後カバー方式に変更されていた場合は、後カバ

ー方式の手法により約定価格が決まります。 

 

（省 略） 

 

(5)約定の訂正等 

当社がサービスを提供するすべての商品のお取引に

ついて、システム障害発生前にお客様から受注して

いる注文がシステム障害の影響により以下の事象に

該当した場合、当社の判断において本来約定してい

た価格にて約定をつける措置、あるいは本来の価格

との差額もしくは反映されるべき金額を調整金の入

出金にて調整する措置を実施させていただきます。 

 

 

① 受注済みの注文等 

(a)本来約定すべき注文が執行されなかった場

合。 

(b)本来約定すべき注文が遅延して約定した場

合。 

(c)本来変更または取消されるべき注文が正常に

執行されずに約定した場合。 

(d)本来付与されるべきスワップポイント、金利

相当分、配当相当分および分配金相当分が不

当に反映された場合または反映されなかった

場合。 

(e)本来反映されるべき入出金が反映されなかっ

た場合または本来反映されるべきではない入

出金が反映された場合。 

激な乱高下時等には、お客様からの注文の受注

後、一定時間ごと、または当社の保有上限数量

を超えた場合に売り注文と買い注文の差分を

カバー先金融機関にカバー注文として発注し、

その後お客様の約定価格を一定のルールに従

い決定する方法を採用する場合があります（以

下、「先カバー方式」という）。なお、当社は

速やかにカバー方法の変更をマイページなど

でお知らせいたしますが、緊急時は事後のお知

らせとなる場合があります。詳細は(2)をご参

照ください。 

（削 除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削 除） 

 

 

 

 

（現行通り） 

 

(5)約定の訂正等 

当社がサービスを提供するすべての商品のお取引

について、システム障害発生前にお客様から受注

している注文がシステム障害の影響により以下の

事象に該当した場合、当社の判断において本来約

定していた価格にて約定をつける措置、あるいは

本来の価格との差額もしくは反映されるべき金額

を調整金の入出金にて調整する措置を実施させて

いただきます。詳しくは、当社ホームページ「シ

ステム障害時の対応」をご確認ください。 

（削 除） 
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現行 変更後 

(f)シストレ 24において、ストラテジーより決済

シグナルが発信されたが、システム障害等の

影響により、シグナルどおり注文が執行され

なかった場合。 

(g)トライオート FX およびトライオート ETF に

おいて、システム障害発生前に設定された自

動売買の決済注文および決済注文の同時発注

を設定しているマニュアル注文が、システム

障害等の影響により、設定どおり決済注文が

執行されなかった場合。 

(h)(a)から(g)のほか、取引結果および入出金結

果がお客様の口座に正常に反映されていない

と当社が判断した場合。 

当社がサービスを提供するすべての商品のお取

引について、以下の事象に該当した場合、 本来

約定していた価格にて約定をつける措置あるい

は本来の価格との差額を調整金の入出金にて調

整する措置は行いません。 

② 受注していない注文等 

(a)以下の(イ)から(ハ)の場合において、注文の

受注記録が存在しない場合。 

(イ)本来約定すべき注文が執行されなかった

場合 

(ロ)本来変更または取り消されるべき注文が

執行されずに約定した場合 

(ハ)(イ)(ロ)の注文が受注されなかったこと

により本来付与されるべきスワップポ

イントや金利相当分、配当相当分が不当

に反映されたまたは反映されなかった

場合 

(b)シストレ 24において、ストラテジーより新規

シグナルが発信された、またはマニュアル注

文により新規注文・決済注文が発注されたが、

システム障害等の影響により、指示通り注文

が執行されず、受注記録も存在しない場合。 

(c)トライオート FX およびトライオート ETF に

おいて、自動売買注文およびマニュアル注文

が、システム障害等の影響により、設定通り

新規注文が執行されず、受注記録も存在しな

い場合。 

(d)インターネット回線の障害や取引所障害等の

当社の責めに帰さない事由の場合。 

上記処理を行う場合、当社からお客様に対し、速

やかに、Myページ、取引画面、電子メールまたは電

話などで、ご連絡いたします。 

 

９ 注文、建玉制限および注文の有効期限 

 トライオートFX FX24 

 

１回あたりの発

注上限数量 

通貨ペアにより

最 大 10,000k

（ 1,000 万 通

貨）。詳細は下記

のトライオート

（省 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 注文、建玉制限および注文の有効期限 

 トライオート

FX 

FX24 

１回あたりの

発注上限数量 

通貨ペアによ

り最大10,000k

（ 1,000 万 通

貨）。詳細は下

記のトライオ

（現行通り） 
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現行 変更後 

FXの発注上限数

量をご覧くださ

い。 

注文の有効期限 （省 略） ①DAY 

注文の有効期限

を当日のニュー

ヨーククローズ

に設定する注文

です。 

②WEEK 

注文の有効期限

を週末のニュー

ヨーククローズ

に設定する注文

です。 

（省 略） 

 

トライオートFXの注文上限 

（省 略） 

 

注文の種類 
成行、強制決済、ロスカッ

ト、逆指値、一括注文 
指値 

発注枚数 
最大発

注枚数 

1k～

1,000k 

1,001k

～

10,000

k 

1k～

10,0

00k 

USDJPY 

EURJPY 

GBPJPY 

AUDJPY 

EURUSD 

GBPUSD 

AUDUSD 

10,000k

（1,000

万通

貨） 

後カバー

方式 

 

大口注

文 

後カ

バー

方式 

その他の 

通貨ペア 

1,000k

（100万

通貨） 

発注不可 

・自動売買の発注上限数量は全通貨共通で 2,000k（200 

万通貨）です。1,000k（100万通貨）以下の注文は後カ

バー方式、1,000k（100万通貨）超の注文は大口注文の

ルールに基づき約定いたします。 

（省 略） 

(大口注文による約定の注意点) 

・大口注文（指値以外の 100 万通貨超の注文）は、同注

文をカバー先に発注し、カバー先で約定した価格に通

常は 0.2pips を上乗せした価格が約定価格となりま

す。上乗せ幅が変更となる場合は、事前にマイページ、

またはホームページにてお知らせいたします。 

・成行、逆指値、一括注文では、個々の注文が 1,000k（100 

万通貨）超の注文の場合、大口注文による約定方式が

採用されます。ロスカット注文および強制決済注文は、

決済される売りポジションの合計、もしくは買いポジ

ションの合計が 1,000k 超の場合、当該注文は大口注

文による約定方式が採用されます。 

 

ートFXの注文

上限をご覧く

ださい。 

注文の有効期

限 

（現行通り） ①DAY 

注文の有効期

限を当日の取

引終了時刻に

設定する注文

です。 

②WEEK 

注文の有効期

限を週末の取

引終了時刻に

設定する注文

です。 

（現行通り） 

 

トライオートFXの注文上限 

（現行通り） 

 

注文の 

種類 
成行、逆指値、一括注文 指値 

発注 

枚数 

最大発

注枚数 

1k～

1,000k 

1,001k

～

10,000

k 

1k～

最大

発注

枚数 

USDJPY 

EURJPY 

GBPJPY 

AUDJPY 

EURUSD 

GBPUSD 

AUDUSD 

10,000k

（1,000

万通

貨） 

後カバ

ー方式 

 

先カバ

ー方式 後カ

バー

方式 

その他の 

通貨ペア 

1,000k

（100万

通貨） 

発注 

不可 

・自動売買の発注上限数量は全通貨共通で 2,000k（200

万通貨）です。1,000k（100万通貨）以下の注文は後

カバー方式、1,000k（100万通貨）超の注文は先カバ

ー方式の約定ルールに基づき約定いたします。 

（現行通り） 

（削 除） 

・先カバー方式による約定の注意点は、「別紙８ 約定

ルール」をご覧ください。 

 

 

 

・成行、逆指値、一括注文では、個々の注文が 1,000k

（100 万通貨）超の注文の場合、先カバー方式の約

定ルールに基づき約定いたします。ロスカット注文

は、売りポジション、買いポジション毎に一括で発

注します。そのため、決済される売りポジションの

合計、もしくは買いポジションの合計が 1,000k超の

場合、当該ポジションのロスカット注文は先カバー
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現行 変更後 

 

・FIFO 注文の設定で 1,000k（100 万通貨）超の注文を

発注し、当該注文が決済注文と新規注文に分かれる場

合、注文は決済注文と新規注文の 2 件の注文となりま

す。そのため、個々の注文が 1,000k（100 万通貨）超

の場合、大口注文にて約定いたします。 

・大口注文によって約定した取引の価格は加重平均し一

つの約定価格となります（0.1pip未満が発生した場合

は切り捨てとなります）。 

・大口注文で一日の取引の終了間際にカバー先で全ての

数量が約定しなかった場合、未約定だった残りの注文

は翌営業日の開始後に執行されます。この場合、約定

日は最後のカバー注文が約定した日付となります。 

 

 

10 取引ルール 

（省 略） 

(2)トライオートFX・FX24 

（省 略） 

(d)その他、当社の市場監視者が市場急変などの理

由により、正確な価格配信が困難と判断した場

合。 

②レート配信停止後、前述の配信停止の原因が解消

され、当社が安定的に正しいレート配信が可能と

判断した場合、市場監視者が手動でレート配信を

再開いたします。 

(3)シストレ24 

（省 略） 

(b)当社が受信しているカバー先からの最良価格の

スプレッド幅が、当社が配信価格の正常性を判

断するために設定しているスプレッド幅以上と

なった場合。 

(c)その他、当社の市場監視者が市場急変などの理

由により、正確な価格配信が困難と判断した場

合。 

②レート配信停止後、(a).(b).による配信停止の原因

が解消された場合には、システムにより自動的にレ

ート配信を再開いたします。 

その他の事象による停止後の再開においては、当社

の市場監視者が安定的に正しいレート配信が可能と

判断した場合に、手動にてレート配信を再開いたし

ます。 

（省 略） 

 

12 トライオートFXに関する重要事項 

（省 略） 

(8)トライオートFXでは次の取引が可能です。 

（省 略） 

②自動売買 

自動売買には 2種類の設定方法があります。 

・DIY型 

自動売買パネルよりお客様ご自身で取引手法を

設定し、自動的に売買を行う取引です。 

・セレクト型 

方式による約定が採用されます。 

・FIFO 注文の設定で 1,000k（100万通貨）超の注文を

発注し、当該注文が決済注文と新規注文に分かれる

場合、注文は決済注文と新規注文の 2 件の注文とな

ります。そのため、個々の注文が 1,000k（100 万通

貨）超の場合、先カバー方式により約定いたします。 

（削 除） 

 

 

・先カバー方式による注文で一日の取引の終了間際に

カバー先で全ての数量が約定しなかった場合、未約

定だった残りの注文は翌営業日の開始後に執行され

ます。この場合、約定日は最後のカバー注文が約定

した日付となります。 

 

10 取引ルール 

（現行通り） 

(2)トライオートFX・FX24 

（現行通り） 

(d)その他、当社が市場急変などの理由により、

正確な価格配信が困難と判断した場合。 

 

②レート配信停止後、前述の配信停止の原因が解

消され、当社が安定的に正しいレート配信が可

能と判断した場合、レート配信を再開いたしま

す。 

(3)シストレ24 

（現行通り） 

(b)当社が価格受信している全てのカバー先から

生成した最良価格のスプレッド幅が、当社が

配信価格の正常性を判断するために設定して

いるスプレッド幅以上となった場合。 

(c)その他、当社が市場急変などの理由により、

正確な価格配信が困難と判断した場合。 

 

②レート配信停止後、(a).(b).による配信停止の原

因が解消された場合には、レート配信を再開いた

します。 

その他の事象による停止後の再開においては、当

社が安定的に正しいレート配信が可能と判断した

場合に、レート配信を再開いたします。 

 

（現行通り） 

 

12 トライオートFXに関する重要事項 

（現行通り） 

(8)トライオートFXでは次の取引が可能です。 

（現行通り） 

②自動売買 

あらかじめ設定した、または当社にて設定して

いる売買条件に従って自動的に新規取引と決済

取引を繰り返す取引です。詳しくは当社ホーム

ページをご覧ください。 

 



  9  

現行 変更後 

当社が用意する自動売買セレクトの中から、お客

様に仕掛けを選択していただき、自動的に売買を

行う取引です。 

※同じ仕掛けを選択されていても、相場やシステ

ム状況により発注タイミングが異なる場合が

あります。 

(9)        （省 略）  

①       （省 略） 

（省 略） 

※カウンターとフォローを両方設定していた場

合、フォローの逆指値注文は発注されません。

また、当該注文は発注される前の状態のもの

であるため、ご注文の履歴等に変更等の履歴

は表示されませんので、ご注意ください。 

（省 略） 

※カウンターとフォローを両方設定していた場

合、カウンターの指値注文は発注されません。

また、当該注文は発注される前の状態のもの

であるため、ご注文の履歴等に変更等の履歴

は表示されませんので、ご注意ください。 

②       （省 略） 

（省 略） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、フォローの逆指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注される前の状態

のものであるため、ご注文の履歴等に変更

等の履歴は表示されませんので、ご注意く

ださい。 

（省 略） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、カウンターの指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注される前の状態

のものであるため、ご注文の履歴等に変更

等の履歴は表示されませんので、ご注意く

ださい。 

 

 (以下、省 略) 

 

以上 

 

2019年７月15日 

 

 

 

 

 

 

 

(9)       （現行通り）  

①      （現行通り） 

（現行通り） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、フォローの逆指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注待ちの注文で

あるため、ご注文の履歴等に変更等の履歴

は表示されませんので、ご注意ください。 

（現行通り） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、カウンターの指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注待ちの注文で

あるため、ご注文の履歴等に変更等の履歴

は表示されませんので、ご注意ください。 

②      （現行通り） 

（現行通り） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、フォローの逆指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注待ちの注文であ

るため、ご注文の履歴等に変更等の履歴は

表示されませんので、ご注意ください。 

 

（現行通り） 

※カウンターとフォローを両方設定していた

場合、カウンターの指値注文は発注されま

せん。また、当該注文は発注待ちの注文であ

るため、ご注文の履歴等に変更等の履歴は

表示されませんので、ご注意ください。 

 

 

(以下、現行通り) 

 

以上 

 

2019年11月18日 

 


